
実数列 {an} に対して，α = lim
n→∞

an

上極限， lim
n→∞

sup
m≥n

am

および β = lim
n→∞

an

下極限， lim
n→∞

inf
m≥n

am

を考えると，これらは（±∞になる

数列 {an}が上下どちらかに非有界な場合

ことを許せ

ば）必ず定まる
±∞ にならない場合は，有界単調数列の収束
性（実数の基本性質，付録参照）による

．また，定数 a∞ に対して，「数列 {an}が a∞ に収束する
ε-δ 論法による定義については付録参照

」ことと「α = β = a∞ である」こ

ととは同値である．
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ある」こととは同値である．

この「シンプルな」定義では，注釈が衝突する場合の移動量を手動で与えることにしているが，衝突する箇
所が非常に多いというのでなければ，問題ないだろう．
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この後半の定義では，注釈の移動量の割り出しのために，個々の \note に内部的に ID番号を割り振ったう
えで一種の相互参照の機能を用いている．そのため，\nofiles を適用して auxファイルの中身を固定した状
態で文書の一部のみを読み込ませると \note の ID番号のずれにより出力がおかしくなる．それを防ぐには，
（単元等の）文書の単位ごとにカウンタ noteid（個々の \note の ID番号を表すカウンタ）を適宜手動で設定
するとよい．例えば，ひとつの単元で用いる \note の個数が 100未満であるとわかっている場合には，2番目
の単元の冒頭でカウンタ nodeidを 100に設定，3番目の単元の冒頭でカウンタ nodeidを 200に設定……と
いう具合に ID番号の重複を避けつつきりのいい番号に設定しておくと，「単元単位」での読み込みができる．
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